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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 2’5’オリゴアデニレート（2－5A）合成酵素はインター

フェロン（IFN）に誘導され，ウイルス感染によるIFN

系の活性度を的確に反映し，又IFNの抗ウイルス作用

にも関連すると言われている．

 著者は健康正常人と，同性愛男子でAIDS患者およ

びARC患者（AIDSの一部の症状を有する者）と，

AIDSウイルス抗体陽性或は陰性の無症状者における

本酵素活性を測定し，他の検査所見および臨床症状と

比較し，本酵素測定の有用性を検討した．

 対象と方法

 1．対象

 健康人男子44名，女子75名の血清および同性愛男子

79名中，AIDS患者23名， ARC患者19名， AIDS抗体

陽性或は陰性の無症状者37名の血清を検体として用い

た．

 2。方法

 血清中の本酵素を抽出し，本酵素によって試験管内

で産生された2－5Aを高感度のラジオイムノアッセイ

法で定量した．

 AIDSウイルス抗体はEnzyme Immunoassay Kit

により，helperおよびsuppressor Tリンパ球はLaser

Flow Cytometryにて測定した．

 結果

 1．本酵素測定系の特徴

 a）2－5A産生は健康人およびAIDS患者血清の存

在下で，3時間まで直線的に増加した．

 b）血清希釈曲線と標準曲線とに平行関係があり，

血清に非特異的影響がないことを認めた．

 c）精度（CV＝5～7％）および回収率（85－114％）

も良好であった．

 2．健康人における血清中本酵素活性

 健康人119名の本酵素活性値は17．4±15．5fmol／

hourで年齢や性別による差は認められなかった．

 3．同性愛男子における血清中本酵素活性

 AIDSウイルス抗体陰性者で36±31fmol／hour，抗

体陽性無症状者で96±111fmol／hour， ARC患者で

256±170fmo1／hour， Kaposiの肉腫を有するAIDS患

者で220±164fmol／hour，さらに他の感染症を伴う

AIDS患者では327±209foml／hourという値であっ
た，

 4．本酵素活性値とhelper Tリンパ球数との関係

 無症状者でAIDSウイルス抗体保有群において血

清中本酵素活性値と，helper Tリンパ球数との間には

負の相関（r＝一〇．722，p＜0，001）が認められた．さ

らに最も高値を示した4例中2例で6ヵ月以内に

ARCおよびAIDSに進行した事が明らかとなった．

 考察および結論

 本酵素の測定法は，産生された2－5Aを特異的な

Radioimmunoassay法で測定する点が従来の：方法と
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異なり，感度，精度共により優れている．正常人血清

中IFNの測定は困難であるが，本酵素は全例で測定が

可能であり，正常時にも微量のIFNが産生されている

事を示唆する．

 リンパ山中の2－5A合成酵素がAIDS患者やARC

患者の半数でのみ上昇している報告に比べ，血清中本

酵素活性値は，ARCおよびAIDS患者の全例で極め

て上昇しており，又無症状者抗体保有群の半数で上昇

が見られた．即ち血清中活性値はリンパ球中活性値よ

り疾患の重症度と強く相関した，

 又，活性値とhelper Tリンパ呼数との間に認められ

た強い負の相関は，本酵素が，AIDSウイルスで破壊さ

れたhelper cellより血中に放出された為と思われる．

 さらに症状の進行悪化以前に，本酵素活性が上昇し

た例を認めたことより，この測定は予後の推測にも有

用であると思われる．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，健康人と同性愛男子中，AIDS患者， ARC患者， AIDSウイルス抗体陽性或は陰性の無

症状者の血清中，2〆5！オリゴアデニレート合成酵素活性を，高感度のラジオイムノアッセイ法で測定

し，その活性は，ARCおよびAIDS患者全例で明らかに上昇していた事が，無症状抗体保有羽中半数

で高値を示した事，又，本活性値とhelper Tリンパ球数との間に，強い負の相関がある事を示し，さ

らに，本酵素活性の測定は，AIDSウイルス抗体陽｛生者の予後判定上有用である事を示唆したもので，

医学上価値あるものと認める．
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